
⑯実験からのカウンターポイズ長と本数の最適解

長さ 本数 合計電流値 感覚的評価
５ｍ ９本と１０本 ３１０ｍA ◎

カウンターポイズの戻り電流の最大値

周波数：１．９MHｚ帯

長さ 本数 合計電流値 感覚的評価
５ｍ ９本と１０本 ４８０ｍA ◎

周波数：３．５MHｚ帯
カウンターポイズの戻り電流の最大値

長さ 本数 合計電流値 電流比
電力比
（ゲイン）

Sでの差※ 感覚的評価

１０ｍ ２本 １６５mA 53% -5.5dB 2弱 △～×
３ｍ １０本 ２７５ｍA 89% -1.0dB 差は小 〇
１．５ｍ １０本 １６５mA 53% -5.5dB 2弱 △～×
１ｍ

アルミシート ３枚と４枚 ２７０ｍA 87% -1.2dB 差は小 〇

明かな共振点なく、評価外

※Sの１ユニットを３ｄBとした場合の評価

長さ 本数 合計電流値 電流比
電力比
（ゲイン）

Sでの差※ 感覚的評価

１０ｍ ２本 ３４０mA 71% -5.0dB 2弱 △
３ｍ ９本と１０本 ４２０ｍA 88% -1.2dB 差は小 〇
１．５ｍ １０本 ３１０ｍA 65% -3.8dB 1強 △
１ｍ ９本 １００mA 21% -13.6dB 4.5 ×

アルミシート ４枚 ４００ｍA 83% -1.6dB 約０．５ 〇～△
※Sの１ユニットを３ｄBとした場合の評価

長さ 本数 合計電流値 感覚的評価
５ｍ ５本と６本 ８２５ｍA ◎

カウンターポイズの戻り電流の最大値

周波数：７MHｚ帯

長さ 本数 合計電流値 電流比
電力比
（ゲイン）

Sでの差※ 感覚的評価

１０ｍ
３ｍ ７本 ６２０ｍA 75% -2.5dB 1弱 〇～△
１．５ｍ １０本 ４２０ｍA 51% -5.9dB 2 △～×
１ｍ １０本 ２１０mA 25% -11.9dB 約4 ×

アルミシート ４枚 ５２５ｍA 63% -3.9dB 1強 △

５ｍ ９本 ８１０ｍA 98% -0.16dB 極小 ◎

最大値ではないが、３バンド共通のカウンターポイズで５ｍ×９本として使った場合の評価

※Sの１ユニットを３ｄBとした場合の評価

共振点がバンド外で未評価

１．９MHｚを含めＨＦは５ｍ×９本でマルチバンド対応可能

理想は５ｍ×９本



⑰実験から得られた結論

１．大地アースは高周波アースとして不適当。

２．アンテナから輻射された高周波電流はカウンターポイズ
を伝わって同軸ケーブルの外被側への戻り道になる。

３．給電部近くは電流分布が大きいので、給電部近くに
カウンターポイズ線を多く這わせると効果的。

４．地表面のカウンターポイズは、周波数の１/４λに
こだわる必要は全くない。

５．１/４λの空中ラジアル線は、１本でも格段に高性能。
空中ラジアルが張れるなら、それに越したことはない。

※地中の導電率と、戻り電流との関係は未観測
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カウンターポイズは昔から、大地間の浮遊容量によって、コンデ
ンサーのような高周波的結合状態によるアース代替と考えられ
てきましたが、この状態は一様ではなく、浮遊容量の影響は少
なく、カウンターポイズは

「アンテナエレメントからの高周波電流の戻り道」
と捉えることが今回の実験結果と、ＱＳＴ誌のレポートとも合致し
あらためてカウンターポイズの検証ができたように思います。

ＲＦ電流計
大型の洗濯バサミ形状の検波部を測定する電線にクランプし、デジタルテスターで直流電圧として測定します。その１／１０に換算
した値を、高周波電流として読み取ります。ＲＦ電流計は、㈲大進無線で完成品とキットが販売されています。

※ カウンターポイズ下の地面の導電率との関係を把握するまでには至っておりません。
※ カウンターポイズは電波法施行規則２５条にしたがって安全施設としてください。


